
２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：創造理工学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した  2022 年 7 月 会議名：創造理工学部運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2022 年 11 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

●学部 

学修成果１．理工系基礎科目を履修し、科学技術に関する広い知識を身につける。 

学修成果２．理工系基礎科目を履修し、人文・社会科学系の知識を含む幅広い教養を備える。 

学修成果３．各学科で必要とされる基礎的科学技術とその根幹にある基礎学問を軸とする教育研究のための基礎知識、スキル、態度を身に着ける。 

学修成果４．各専門分野や新しい学問領域に取り組む能力を身につける。 

●建築学科 

学修成果１．「早稲田建築」の伝統に学び、現代社会が建築・都市・環境に求めるものを知る 

学修成果２．地球的な視野と、地域に固有の歴史風土を理解する視点を、共に涵養する 

学修成果３．建築家および建築技術者の職能を理解し、社会に対する専門家としての倫理観を培う 



学修成果４．建築・都市のデザインおよび芸術性に関する幅広い知識を身につける 

学修成果５．進取の精神をもって、先進的な知識を積極的に吸収する力を培う 

学修成果６．関連する諸分野の知識を統合し、創造的な空間の提案をする能力を培う 

学修成果７．異分野の専門家と協働し、問題を実践的に解決する能力を培う 

学修成果８．建築に関する自らのアイディアを広く社会に提案する能力を鍛える 

●総合機械工学科 

学修成果１．理工系基礎科目を履修し、数学、物理、化学等を中心に、機械工学の専門科目を学習するために必要な能力を有する。また理工系基礎実験科目を履修し、デ

ータ収集と整理、解析の基本的な能力と報告能力を有している。 

学修成果２．専門科目を履修し、機械工学の根幹を成す学理について講義科目で学ぶと同時に、ゼミ系科目、設計製図および専門実験実習系科目の履修を通じて学理を主

体的、実践的に適用・応用することにより、機械工学に関連する産業界において基本となる実務遂行に必要な習熟レベルを有している。 

学修成果３．卒業論文の研究を通じて、機械工学の学理を用いて課題を見いだし解決にあたるための態度、能力をみにつける。具体的な到達度として、（１）公知化された

従来の知見から必要な情報を収集することが出来、（２）これを整理して既に解明もしくは達成された事項と、未解明もしくは未達成である事項を区別出来、（３）学理に

基づいた論理的アプローチにより解明もしくは達成を試みることが出来、（４）成果を学術論文としての基本的なフォーマットに準じて客観性のある文書にとりまとめる

ことが出来、（５）指導教員および当学科の構成教員等に対して口頭で成果発表を実施することをもって学士（工学）を授与する。 

●経営システム工学科 

学修成果１．経営工学に関する基礎・応用技術 

学修成果２．統計技術，数理技術，情報技術，システム技術など机上で得た知識を応用できる能力 

学修成果３．研究室の専門分野に関するより専門的な知識 

学修成果４．経営システム工学演習，卒業研究演習，卒業論文で正解のないオープンエンドな課題に取り組むことで学ぶ問題発見能力，問題解決能力 

学修成果５．経営工学に関する基礎・応用技術を実務に活用する能力 

学修成果６．学修成果 1～5 を国際社会で生かす能力 

●社会環境工学科 

学修成果１．現象の根源的な構造を解明し理論化する数理能力を有し，複雑な要請や条件を「かたち」や制度にまとめあげる設計や計画能力の基礎を身につける． 

学修成果２．社会のあるべき姿の実現に向けた理論構築の基礎と実践が礎としてあり，さらにそれらを応用できる能力を身につける． 

学修成果３．自ら実験やフィールドワークを計画・遂行し，得られた結果を数理に基づき解析・分析する能力を有し，それを説明できるプレゼンテーション能力を身につ

ける． 

学修成果４．主体的に問題を解決する能力と，分析力・思考力・推論力を活かした総合判断力を身に着け，それを多様な人々と協働して世界の様々な問題の解決に当たる

ことができる． 

●環境資源工学科 



学修成果１．地球的視点の育成:地球的視点，すなわち，地球の内部・表層・外部（大気）全体を見据えたグローバルスケールで，資源および環境問題を捉え，研究課題と

して卒業論文としてまとめ，また卒業論文審査などで自ら発信・伝達できる能力を獲得する． 

学修成果２．現場・実験（実学）の徹底:フィールドに赴いて主体的に考えながら調査し，様々な物理および化学計測を行い，サンプリングを適切に行うことができる能力

を養う．また，フィールドで採取した岩石・鉱物などの地球化学試料，大気・水・土壌などの環境試料，廃棄物，等の前処理法を含めて，非破壊および破壊の様々な機器

分析技術を習得する． 

学修成果３．データ解析能力の涵養得られたデータを「仮説発見型」と「仮説検証型」の二つの視点から解析する能力を身につける．さらに，資源探査・開発，リサイク

リング，気候変動など複雑な事象を定式化し，メカニズムの解明や将来挙動予測を適切に行うために必要となる基礎的なプログラミング・数値計算能力を身につける． 

学修成果４．コミュニケーション能力の修得フィールドスタッフ，学生同士・外部関係者との議論，さらに学会発表や学会活動，共同研究，研究室内でのグループ作業な

どを通じて積極的かつ主体的にコミュニケーション能力を涵養し，資源および環境問題におけるリーダーとして活躍する能力を修得する． 

学修成果５．国際性の修得海外資源の探査・開発，国境を越えた地球規模の環境問題などに対応すべく，海外調査，国際学会発表，留学生との交流，海外との共同研究な

どを通じて，世界で活躍できる国際性を養う． 

学修成果６．研究立案・評価能力の育成研究の遂行においては，その背景や社会的環境，研究意義を十分に把握し，それに則った研究計画の立案，成果の評価を行なえる

能力を身につける． 

 

 

 

 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない 2023 年 6 月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☐学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☐学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☐測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 



＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

アドミッション・ポリシー 

 

2022 年 7 月 学術院共通部分 英語学位プログラム特別入試の廃止に

伴う修正 

カリキュラム 

 

2023 年度入学者より変更 英語学位プログラム Major in Mechanical Engineering、

Major in Civil and Environmental Engineering の卒業要件 

カリキュラムの見直しによる変更 

カリキュラム 

 

2023 年度入学者より変更 日本語学位プログラム総合機械工学科、社会環境工学科、

環境資源工学科の卒業要件 

カリキュラムの見直しによる変更 

アドミッション・ポリシー 

 

2024 年度入学者より変更 学術院共通部分 帰国生入試の廃止に伴う修正 

 

 

 

 

 

  



※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

確認事項 3-2   2020 年度認証評価における指摘事項への対応②  指摘事項： 学位授与方針を授与する学位ごとに定めていない     

該当箇所： 基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、 

環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応も

しくは修正 

 2022  年 7 月  会議名：創造理工学部運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学位授与方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 11 月（予定）大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●学部 

早稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主

体的に貢献できる人材を育成する。 

いま世界では、人口、食料や環境、防災、資源・エネルギーなど広範かつ緊急な問題が浮上している。これらを乗り越えるには、政策、社会システム、科学技術などに基

づく幅広い対策が必要になっている。 

「創造」という語には夢とロマンがある。創造理工学部が目指す「創造」とは、社会が直面するさまざまな課題に科学技術の観点から具体的な解決策を提案することであ

る。 

このために、人間、生活、環境の 3 つのキーワードに基づき、科学技術の観点から人間生活と環境分野で発生している数々の問題を解決し、多様な価値観に基づく新しい

豊かさを創造できる人材を養成する。 

●建築学科 

本学科は、自然環境や歴史・風土と共生する豊かな生活環境を社会に提供していく立場から、地域固有の多様な伝統と文化に根ざした広義の「建築デザイン」を実践する

技術者を育成し、世界に誇れる建築文化を確立することをめざしている。「建築デザイン」とは芸術と工学を融合した総合的なデザインを意味する。そこには、地域を構成

する「人」「建築」「都市」「自然」が有機的に関連しあいながら、年月とともに調和のとれた生活環境を形成していくための、意匠設計、修復・保存再生、まちづくり等の

安全性と持続可能性を担保した多様な活動が含まれる。 

具体的には次に挙げる学修目標に到達した学生に，以下の学位を授与する。 

学士（建築学） 

早稲田大学建築学科では，我が国の自然環境や歴史，風土とも共生し，世界に誇れる建築文化を確立するために，豊かな生活環境を築き社会に提供していく立場から，世



界の多様な地域に固有の伝統と文化に根ざす，広義の「建築デザイン」を実践する技術者の育成を目指している。学部卒業時点では，専門家としての基本的な知識や技術，

倫理観を培い，異分野の専門家と協働して自らのアイデアを社会に提案できる技術者の育成を目指す。 

●総合機械工学科 

機械工学を基軸とした学理とその応用によって、様々な機械を設計、生産するために必要な能力を身につけさせる。その為に、流体力学、材料力学、熱力学等をはじめと

する機械工学の根幹をなす学理、専門知識を習得させるべく教育を行う。ついで学理を活用する実践力を各種の実験実習科目を通じて身につけさせるべく教育を行う。

PBL(Project BasedLearning)、Seminar、Engineering Practice 等、主体性を要求するように設定した実践型の科目を通じて論理構成力、客観的表現力を習得させる。これ

らを総合し卒業論文とこれを執筆するための研究を通じて、問題を解決するための具体的な構想を考案し実施する能力を育てるべく指導を行う。学修成果の全てを満たす

ことにより学士（工学）を授与する。 

●経営システム工学科 

グローバル化の中，一層大規模複雑化している社会技術システムの構造や特性を理解し，数理・情報・システムなどのアプローチ技術を活用してその設計や評価を行うた

めの知識を備え，さらに現実的な問題に関する設計や評価を行うことができる実践的な能力を身につけた者に対して学士(工学)の学位を授与する． 

●社会環境工学科 

社会環境工学は，人間が人間らしく生きるための環境を創造する役割を担っており，社会が抱える課題こそが社会環境工学が向かい合うべきものである．現在の社会が文

化的な生活を維持し改善していこうとする中で，解決すべき問題が多岐にわたっていることにより，社会環境工学分野に求められる人材と職能も多様になっている．複雑

化する課題を多角的に見つめ解決していく使命を果たすため，関連する知識を正しく身に付けていることはもちろん，様々な社会的要請に対して，自ら問題点を発見し，

最適な方法・答えを提案できる術までを教育することになる．社会環境工学科では，社会環境工学に求められる使命にこたえられる，創造力，総合力，そして国際力を備

えた指導的人材を育成するため，社会基盤部門，環境防災部門，および計画・マネジメント部門のそれぞれの専門家が結集し，社会環境工学の基礎教育を講義・実験・演

習などの形で提供する．そして，最終学年では，教員の研究指導のもとで卒業研究・計画を行い，その成果を卒業論文としてまとめあげる．各部門において卒業論文の審

査を行い，社会環境工学の基礎的な知識と応用力を身につけていると判断された場合に，学位に相当する能力があると認め，学士（工学）の学位を授与する。 

●環境資源工学科 

地球的視点，技術者倫理，コミュニケーション能力，国際性を身につけ，多様な価値観に基づき，リーダーとして環境と調和した資源開発，様々な地域および地球全体の

環境問題の解決に貢献できる能力を習得する．カリキュラムに基づき学修を重ね，卒業論文をまとめ上げ，口頭発表審査を行い，各学修成果の習得度合い及び論文・発表

の内容を評価し，学位を授与・卒業を認定する． 

 

確認事項 3-5   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑤  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を授与する学位ごとに定めていない。   

該当箇所： 教育学部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科修士課程、教育学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、

先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程、経営管理研究科 

（１）指摘事項への対応を行った ☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 



☒前回報告以降に対応もし

くは修正 

 2022  年 7 月  会議名：創造理工学部運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 11 月（予定）大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●学部 

地球的視点、技術者倫理、コミュニケーション能力などの習得を教育の基本とし、社会のリーダーとなり、また国際性の高い人材の養成を目的として、応用に配慮した体

験的学習を積極的に取り入れ、産業界とも連携しながら、教育課程を編成、実施する。 

具体的には、学部入学時から大学院進学を視野に入れたカリキュラム体系となっており、学部 1 年生に専門必修科目として「創造理工リテラシー」を設置し、技術者倫理、

リスクコミュニケーション、知的財産の基礎となる考え方を学ぶ。また、技術者・研究者として重要な「創造力」「発想力」「分析力」「展開力」を習得できるように、実践

的な課題に取り組むプロジェクト・ベースド・ラーニング等による演習、実験、インターンシップ、共同研究による双方向教育課程を設置、実施している。 

●建築学科 

世界の多様な地域固有の伝統と文化に根した、意匠設計のみならず、建築学の両輪をなす芸術と工学とを融合した広義の建築デザインを学ぶ。学部 1～3 年次では、建築

史、建築計画、都市計画、建築構造、建築環境設備および建築生産といった建築学全般の広範な知識を身につけ、これらの知識を設計演習や設計製図などの実技系科目を

通じて、より総合的な建築表現および創造的な建築を生み出す能力を培う。4 年次では、卒業論文と卒業計画の両方を履修し、学士課程の学習・研究の成果を評価する。 

●総合機械工学科 

１年次においては、機械工学の専門科目の理解に必要な、数学、物理、化学等の工学系基礎科目や外国語学の習得に加えて、一部に専門科目の導入となる概論や、必ずし

も専門的知識を要しないが機械工学的な素養をはぐくむための体験的な実習講義である PBL 等の科目を実施する。これらの科目の設置により工学者として必要な基礎教

育を実施するとともに専門科目の教育へ向けてスムーズな接続を図るようにする。２年次、３年次においては、機械工学の根幹を成す学理を習得させるための専門科目群

を重点的に設置している。かつ講義科目で習う機械工学の学理を学生自ら実地に適用するための実験実習科目群を設置することで、学理の習熟、体得を促すための教育を

実施する。また、実験実習科目群よりも相対的に主体性を重視した科目群である、Seminar、Engineering Practice を通じて、学理の適用にとどまらず課題設定および課題

解決のための実践力を養うべく教育を実施する。４年次では卒業論文研究を通じて、自主的に課題設定し、課題解決のアプローチを考案し、実施し、学術論文の標準的な

フォーマットに準じて報告可能な能力をつけさせるべく指導する。 

●経営システム工学科 

経営システム工学科では，社会における様々なシステムの企画，設計から活用，運用までの技術，それらへのアプローチ（基幹）技術として，数理・情報・システム理論

などの技術，さらにシステム構成要素である人，もの，お金，情報などの取り扱いの諸技術を深く学ぶ．これらを効果的・効率的に学ぶために，次に示すように，教育内

容，授業形態を工夫している．・ビジネスシステム，生産システム，流通システム，情報システムなどの各種マネジメントシステムの分析，設計，開発，および管理に必要



 

※確認事項 3-1、3-3、3-4、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

な基礎・応用技術の学習機会の提供．・多数の実験・演習形式の体験型授業の設置．・3 年生秋学期からの研究室配属，卒業研究の重視，大学院との一貫教育．・正解という

ものがないオープンエンドな課題についての演習，研究活動，企業や研究所などとの共同研究．・企業などの外部から著名な方を招いて講義を頂く招聘講師，特別講義，工

場見学・実習，共同研究などを通じて社会や企業など現場との連携の強化．・海外インターンシップを始めとする国際的視野に立った研修・学習プログラム．教育目標を達

成するため，必要となる共通的な基礎をまず習得させ，次にそれに基づき選択した専門分野の知識や技術を習得させ，さらにそれらを活用した問題解決の能力を育成する

というフローとなるように設計を行っている．具体的には DP1 および DP2 は共通的な基礎であり，A，B 群の科目ならびに C 群の必修科目がそれぞれ対応し 1，2 年次

で習得させる．DP3 はそれを踏まえた専門分野の知識や技術であり，3，4 年次で習得させる．DP4 はそれらを活用した問題解決の能力の育成に対応し，3 年秋学期から

4 年にかけてのゼミ活動と 4 年次での卒業研究で育成する．さらに，DP5 は,学部共通のリテラシ科目，学科の総論科目，外部講師の科目，3 年秋学期から 4 年にかけての

ゼミ活動と 4 年次での卒業研究で習得させる．DP6 は，DP5 と同様の科目に加えて，経営実践・海外プロジェクト，経営システム・国際プロジェクトなどのインターン

を実体験できる科目によって，さらに深く学べるように工夫している． 

●社会環境工学科 

社会環境工学科では，社会基盤整備のための基礎的な技術の継承に加え，新たな社会的要請にこたえるべくカリキュラムを準備している．まず，社会環境工学分野の技術

者が持つべき素養の基礎である，基礎的数学能力，自然科学，人文・社会科学，および社会環境工学の根幹をなす基礎理論体系を 1 年時に学ぶ．その後，幅広く社会環境

工学全般を学ぶことにより，多角的なものの見方，理論の深い理解ができる能力の育成，また，新たな価値意識を備えていく．2 年・3 年時には，知的総合力を持った技

術者として，社会基盤の整備や維持管理，また地球環境との調和に対する技術的側面から貢献するための専門必修・選択科目が提供される．さらには，社会環境工学に係

る国内外の様々な問題の解決に当たることができる技術者を養成するべく，自然・社会の諸現象を科学的に解明する能力，マネジメント能力あるいはプレゼンテーション

能力を 3 年時の実験・演習科目，および 4 年時の卒業論文等を通して養う。 

●環境資源工学科 

自然環境と調和した持続可能な地球資源システムを創造できる人材を育成する．自然環境を保全しながら合理的に資源を探査・開発し，効果的に資源を循環させるために

必要な知識を，地球・物質，資源・開発，素材・循環，人間・環境の複合的な視点から系統的に学習可能とする．カリキュラムとして，学部 1 年次には数学・物理・化学

および情報工学や理工学分野の基礎実験，そして外国語，一般教養科目を中心に基礎学力を養成し，2 年次以降はより高度な自然科学・実験に取り組みつつ，学科の専門

科目への取り組みを開始する．3 年次にはさらに深化した専門科目を履修し，同時に学科の全研究指導分野の実験に取り組む．この課程の中で，各学修成果を習得し，最

終的に 4 年次において卒業研究・論文を取りまとめる． 


